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平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

「
心
技
体
向
上
へ
の
取
り
組
み

、
研
究
機
関

」

※
器
物
等
使
用
護
身
武
道

（
折
り
た
た
み
傘
等
に
よ
り

）

　

【
デ
フ

ェ
ン
ス
と
し
て

、
怪
我
・
傷
等
を
受
け
ず

、
与

　
え
ず
の
護
身
武
道

「
対
応
策

」
。

】

③
左
手
首
迎
え

（
弐
段
肘
応
用

）

 
肘
陰

（
チ

ョ
ウ
イ
ン

）

　
打
ち
引
き

、

　
捌
き
廻
し
投
げ

④
後
ろ
組
み
つ
き
迎
え
・
・

　
肘
を
開
い
て
突
く

、

 
返
し
で
横
面
を
突
く

⑤
衿
迎
え

 
相
手
小
手
に
横
一
文
字
に

 
押
さ
え

、
逆
手
掴
み
で
下

　
に
押
し
つ
け
る

※
短
刀
取
り
・
・
次
回
掲
載

　
・
弐
段
手
首
打
変
化
　
　
・
二
級
④
手
首
変
化

　
・
参
段
肘
３
変
化

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

「
ス
キ
ル
向
上
訓
練
確
認
機
関

」

１
第
二
十
四
回

（
特
別

）
指
導
者
研
修
会

日
時
平
成
２
２
年
１
月
１
０
日
１
３
：
０
０
～

１
７
：
３
０

場
所
荒
川
５
の
４
５
の
５

　
　
荒
川
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

・
・
第
一
武
道
場

研
修
内
容

・
演
武
構
成

・
演
武
構
成
審
査

・
級
別
・
段
別
指
導

・
進
行
・
警
備
実
践

・
そ
の
他

２
第
二
十
五
回
指
導
者
研
修
会

日
時
平
成
２
２
年
３
月
２
１
日
１
３
：
０
０
～

１
７
：
３
０

場
所
台
東
区
東
上
野
３
の
２
４
の
６

　
　
　
東
上
野
区
民
館
　
４
０
１
集
会
室

研
修
内
容

・
科
目
確
認

・
試
験
科
目
練
習

・
科
目
練
習

・
六
段
審
査
対
象
者
教
室

・
そ
の
他

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

偲
ぶ
会
・
・
活
動
状
況
報
告

※
３
月
２
１
日
理
事
会
に
お
い
て
討
議
検
討
を
行

っ
た

。
平
成

２
２
年
度
の
墓
参
会
を
８
月
２
２
日
を
予
定
し

、
役
員
等
は
原

則
参
加
と
し
た

。
尚

、
偲
ぶ
会
会
長
を
招
待
し

、
食
事
会
を
企

画
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た

。

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
　
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
　
件

　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
三
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
０
件

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
体
が
気
持
ち
い
い
と
心
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す

」

　
※
ス
ト
レ
ス
解
消
の
ヒ
ン
ト
は

「
気
持
ち
い
い

」
こ
と

　
　
に
あ
る

　
そ
れ
で
は

、
ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か

。
そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
は

、

「
気
持
ち
い
い

」
こ
と
に
あ
り

ま
す

。
た
と
え
ば

、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
マ

ッ
サ
ー

ジ
や
お
風
呂
温
泉
利

用
す
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が

、
そ
の
理
由
は

、
何
と
い

っ
て
も
あ

の
気
持
ち
よ
さ
に
あ
る
で
し
ょ
う

。
お
湯
に
手
足
を
伸
ば
し
た
と
き

の

、
極
楽
と
も
思
え
る
気
持
ち
よ
さ

。
こ
れ
が
実
際
に
ス
ト
レ
ス
を
や

わ
ら
げ

、
明
日
へ
の
活
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す

。
こ
れ
は

、

ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
？

平
成
二
十
二
年
度
　
行
事
予
定

　
　
四
月
　
　
四
日

（
日

）
お
花
見

（
有
志

）

　
　
五
月
　
十
六
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
　
八
月
　
七
日

（
土

）
特
別
合
同
練
習
会

　
　
八
月
　
八
日

（
日

）
特
別
合
同
研
修
会
・
理
事
会

　
　
九
月
　
十
九
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
　
九
月
二
十
三
日

（
木

）
他
武
道
参
戦

（
選
手
権
大
会

）

　
十
一
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
　
十
二
日

（
日

）
忘
年
会

　
十
二
月
二
十
七
日

（
月

）
本
部
納
会

　
平
成
二
十
三
年

　
　
一
月
　
　
九
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会
・
特
別
研
修
会

　
　
三
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
法
人
報
告

１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
報
告
　
千
葉
県
庁
・
四
月
六
日
提
出
予
定

　
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

　
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

　
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

　
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

　
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

　
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
1
0
人
以
上
の
氏
名

２
そ
の
他
減
免
申
請
予
定

　
・
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書
・
柏
県
税
事
務
所

　
・
市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書
・
我
孫
子
市
役
所
課
税
課

二
事
業
展
開

１
普
及
啓
発
事
業

　
①
編
集
会
議

（
連
盟
２
５
号
新
聞

）

 
日
時
 

平
成
２
２
年
１
月
１
０
日
１
１
：
０
０
～

１
１
：
３
０

 
場
所
　
荒
川
５
の
４
５
の
５

　
　
　
荒
川
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

４
階
ク
ラ
ブ
室
１

　
②
編
集
会
議

（
連
盟
２
６
号
新
聞

）

 
日
時
 

平
成
２
２
年
３
月
２
１
日
２
０
：
３
０
～

２
１
：
０
０

 
場
所
　
台
東
区
東
上
野
３
の
２
４
の
６

　
　
　
東
上
野
区
民
館
　
３
０
２
集
会
室

２
派
遣
事
業
・
・
依
頼
に
よ
り
実
施
予
定

（
第
２
７
号
掲
載

）

　
講
師
派
遣
・
・
１
名

（
助
手
２
名

）

　

「
平
成
２
２
年
度
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

」

 
日
時
　
５
月
２
９
日
～

６
月
１
２
日
・
・
３
回

 
場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
８
の
８
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

立
派
な
目
標
も

実
行
・
継
続
な

く
し
て
は
達
成

で
き
な
い

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
理
事
会

１
第
１
６
回
理
事
会

日
時
 

平
成
２
２
年
１
月
１
０
日

　
　
　
　
９
：
０
０
～

１
１
：
０
０

場
所
　
荒
川
５
の
４
５
の
５
　
荒
川
総
合

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
４
階
ク
ラ
ブ
室
１

　
審
議
事
項

①
平
成
２
２
年
護
身
武
道
演
武
大
会
等

　
に
伴
う
確
認
の
件

（
最
終
確
認
事
項

）

②
昇
段
審
査
科
目
変
更
確
認
の
件

③
科
目
呼
称
変
更
確
認
の
件

④
連
盟
組
織
図
内
容
変
更
確
認
の
件

⑤
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
の
件

⑥
そ
の
他
の
事
項
確
認
の
件

２
第
１
７
回
理
事
会

日
時
 

平
成
２
２
年
３
月
２
１
日
１
８
：
０
０
～

２
０
：
３
０

場
所
　
台
東
区
東
上
野
３
の
２
４
の
６

　
　
　
東
上
野
区
民
館
　
３
０
２
集
会
室

　
審
議
事
項

①
役
員
・
委
員
長
・
実
行
委
員
長
の
選
出
確
認
の
件

②
昇
段
審
査
対
象
者
確
認
の
件

③
科
目
呼
称
変
更
確
認
の
件

④
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動

、
年
間
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
確
認
の
件

⑤
三
事
業
へ
の
取
り
組
み
確
認
の
件

⑥
そ
の
他
の
事
項
確
認
の
件

※
役
員

（
任
期
期
間
：
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
ヵ
年

）

　
理
事
長
　
　
　
　
　
小
林
惠
一
氏
　
　
重
任

　
副
理
事
長
　
　
　
　
長
島
久
徳
氏
　
　
重
任

　
副
理
事
長
　
　
　
　
笠
置
博
史
氏
　
　
重
任

※
連
盟
委
員
長

（
二
ヵ
年

）
　
　
　
・
・
・
９
名

※
実
行
委
員
長

（
一
ヵ
年

）
　
　
　
・
・
・
３
名

☆
連
盟
委
員
長

 
 
 

○
総
務
・
教
宣
委
員
長
・
・
長
島
久
徳
　
総
務
教
宣
委

　
　
　
員
長
と
し
て
護
身
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
大
衆
に
広
め

、
一

　
　
　
人
で
も
多
く
の
人
に
優
し
く

、
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
を
育
て

社
会
に
寄
与
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
共
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

。

 
 
 

○
調
整
委
員
長
・
・
平
戸
俊
一
　
私
こ
と
こ
の
度

、
盟

　
　
　
理
事
会
の
議
決
に
よ
り
ま
し
て

、
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
・

　
　
　
調
整
委
員
長
に
選
任
さ
れ

、
再
度
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

。
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

、
理
事
長

、
副
理
事
長
以

下

、
各
委
員
長
役
員
の
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ

、
連
盟
の
活
動
と
発
展

の
為

、
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で

、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導

、

ご
支
援
の
程

、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

 
 
 

○
審
判
・
審
査
委
員
長
・
・
片
倉
隆
志
　
　
審
判
審
査

　
　
　
委
員
長
と
し
て
素
晴
ら
し
い
技
の
数
々
を
劣
化
さ
せ
な
い
た

　
　
　
め
に
も
厳
正
な
る
審
査
を
心
掛
け
役
目
に
務
め
た
い

、
ま
た
審

査
す
る
側
と
し
て
後
進
の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
自
ら
も
精
進
し
て
い
き

た
い

。

 
 
 

○
書
記
委
員
長
・
・
笠
置
博
史
　
各
道
場
の
様
子
を
実
際

　
　
　
に
周
り

、
記
録
に
残
し
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す

。
さ
ら

　
　
　
に
そ
れ
ら
を
Ｈ
Ｐ
に
て
掲
載
し

、
各
支
部
の
宣
伝
や
連
盟
の
ア

ピ
ー

ル
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

。
又

、
各
委
員
長
と
の
連
携
に

よ
り

、
連
盟
で
の
議
決
内
容
を
明
瞭
さ
せ

、
具
体
化
に
至
る
迄
の
方
針

や
工
夫
を
行
い
ま
す

。

 
 
 

○
企
画
委
員
長
・
・
及
川
暁
史
　
引
き
続
き
企
画
委
員

　
　
　
長
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。
護
身
武
道
を
憩
い

　
　
　
の
場
と
思
え
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

 
 
 

○
施
設
委
員
長
・
・
中
武
寛
　
　
施
設
委
員
長
に
任
命

　
　
　
さ
れ
た
中
武
で
す

。
催
し
物
の
際

、
施
設
及
び
環
境
整
備
を

　
　
　
担
当
し
ま
す

。
今
年
度
も

、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
ま
す

。

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

、
護
身
武
道
を
よ
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う

。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す

。

 
 
 

○
渉
外
委
員
長
・
・
瀧
井
正
　
　
新
た
な
任
期
を
心
し

　
　
　
て
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

。
地
域
の
方
々

、
コ
ミ

ュ
ニ

ィ

、

　
　
　
外
部
と
当
連
盟
と
の
橋
渡
し
窓
口
と
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま

す

。
連
盟
の
さ
ら
な
る
発
展
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

 
 
 

○
広
報
委
員
長
・
・
大
村
元
治
　
今
回

、
広
報
委
員
長

　
　
　
に
な
り
ま
し
た

、
大
村
元
治
で
す

。
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
全
日
本
護
身
武
道
小
林
会
の
す
ば
ら
し
さ
を
よ
り
多
く
の
方
々

に
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

 
 
 

○
選
挙
管
理
委
員
長
・
・
大
関
浩
一
　
こ
の
度

、
新
設

　
　
　
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
長
に
就
任
し
た
大
関
で
す

。
本
連
盟

　
　
　
の
運
営
を
よ
り

、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。
皆
様

、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す

。
☆
平
成
二
十
二
年
度
三
事
業
実
行
委
員
長

○
特
別
合
同
練
習
会
・
特
別
合
同
研
修
会
実
行
委
員
長

　
笠
置
博
史
　
　
　

｢

欠
席
者
が
後
悔
す
る
よ
う
な

｣

も
の
を
目

　
　
　
指
し
ま
す

。
合
同
練
習
会
で
は

、
東
芝
,
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
及

　
　
　
び
ﾗ

ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

等
で
の
講
演
事
業
を

、
も

っ
と
私
達
の
も

　
　
　
の
と
し
て
習
得
で
き
る
よ
う
な
演
習

、
又
一
般
と
年
少
の
ｺ

ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
の
時
間

、
食
事
会
の
充
実
等

、
ア
フ
タ
ー

に
於
い

て
も
各
々
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
企
て
ま
す

。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
演
武

会
へ
と
結
び
つ
く
事
を
見
据
え
て
参
り
ま
す

。

○
他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
　
瀧
井
正
　

　
他
武
道
に
参
戦
す

　
　
　
る
事
で
各
個
人
の
向
上
を
目
指
し
て

、
参
加
し
や
す
い
よ
う

　
　
　
な
環
境
を
目
指
し
ま
す

。
ま
た

、
先
生
方
に
ご
協
力
を
お
願

　
　
　
い
し
て

、
試
合
に
の
ぞ
む
心
構
え

、
技
術
の
向
上
を
目
標
に
し

て
い
き
ま
す

。

○
護
身
武
道
演
武
大
会
実
行
委
員
長
　
及
川
暁
史
　
 

護
身
武

　
　
　
道
演
武
大
会
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

　
　
　
対
し
皆
々
様
に
は
感
謝
し
た
い
と
共
に
過
去
３
回
の
護
身
武

　
　
　
道
演
武
大
会
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
大
会
運
営
が
出
来
る
よ
う

精
進
す
る
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す

。
大
会
に
関
係
す
る
皆
々
様
に
感
動
と

喜
び
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

◆
◆
任
期
期
間
中

、
役
員
一
同
連
盟
発
展
に
尽
力
す
る
事
を
こ

こ
に
会
員
の
皆
様
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す

。
◆
◆

選
挙
管
理
委
員
長
報
告

◇
理
事
長
　
・
・
小
林
惠
一
 

就
任
挨
拶
　
　
 

法
人
設
立

 
 
 
４
年
目
を
迎
え
ま
す

。
ま
だ
ま
だ
当
団
体
が
認
知
さ

 
 
 

れ
て
い
ま
せ
ん

。
今
期
選
出
の
機
会
を

、
更
な
る
努

 
 
 

力
す
る
べ
き
時
と
思

っ
て
お
り
ま
す

。

　
又

、
連
盟
各
位
の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い

、
さ
せ
な
い
価
値

あ
る
団
体
運
営
を
微
力
で
あ
り
ま
す
が

「
粉
骨
砕
身

」
行

っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

◇
副
理
事
長
・
・
長
島
久
徳
　
就
任
挨
拶
 
　
　
理
事
長
を

 
 
 

補
佐
し

、
他
の
先
生
方
の
ま
と
め
役
と
し
て
連
盟
を

 
 
 
よ
り
一
層
良
く
し
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
頑
張

っ

 
 
 
て
い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

◇
副
理
事
長
・
・
笠
置
博
史
　
就
任
挨
拶
　
　
　
館
長
の
思

 
 
 

考

、
行
動
を
よ
り
瞬
時
に
的
確
に
捉
え

、
そ
の
ス

　
　
　
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
行
く
こ
と
を
大
切
に
す
る

。
ま
た

　
　
　
信
頼
と
安
定
度
の
あ
る
長
島
副
理
事
長
と
力
を
合
わ

せ

、
連
盟
の
バ

ッ
ク
ボ
ー

ン
が
一
層
厚
く
ま
た
拡
大
で
き
る
こ

と
を
目
指
す

。
各
師
範
と
意
見
や
情
報
を
密
接
に
行
い

、
主
観

と
客
観
性
の
両
立
を
得
な
が
ら

、
ま
と
ま
る
よ
う
な
舵
取
り

で

、
舘
長
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。
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※
月
一
回
の

、
乱
取
り

、
そ
の
前
に
パ
タ
ー

ン
の
練
習
で
す

。

☆
最
年
少
の
大
関
達
也
く
ん

、
上
手
に
な

っ
て
い
ま
す

、
先
生

の
言
う
こ
と
を
聴
い
て
橙
帯
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

ひ
た
ち
な
か
教
室
 
 
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

 
日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

　
北
関
東
の
地
で

、
護
身

武
道
の
コ
ア
と
し
て
尚
一

層
奮
起
が
必
要
で
あ
る
と

の
思
い
で

、
日
々
研
鑽
努

力
を
怠
る
こ
と
な
く

、
明

日
の
連
盟
の
た
め
頑
張

っ

て
い
ま
す

。
共
に
連
盟
発

展
に
尽
力
し
ま
し
ょ
う

。

松
戸
五
香
道
場
　
　
　
 
 
 
 
 
 

及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

 
な
お
ち
ゃ
ん
も
こ
の
４
月
で
一
年
に
な
り
ま
す

。
や
す
ひ
さ

と
と
も
に
暑
い
日
も
寒
い
日
も
頑
張

っ
て
き
ま
し
た

。
こ
の
一

年
頑
張
れ
た
事
が
後
々
の
人
生
の
中
で
大
き
な
財
産
と
な
る
と

思
い
ま
す

。
こ
れ
か
ら
ま
た
暑
く
な
り
ま
す
が
元
気
よ
く
稽
古

に
励
ん
で
い

っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
　
新
田
西
公
民
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

※
４
級
審
査
　
・
・
１
月
３
１
日
合
格

☆
磯
辺
颯
殿

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！

』

「
投
稿

」
・
・
え
ん
ぶ
会
を
や

っ
て
　
　
磯
辺
颯

　
ぼ
く
は

、
え
ん
ぶ
大
会
を
や

っ
て

、
こ
れ
で

２
度
目
で
し
た

。
だ
か
ら
あ
ん
ま
り
き
ん
ち
ょ

う
し
な
い
と
思

っ
た
け
ど

、
ど
き
ど
き
し
ま
し

た

。
　
え
ん
ぶ
大
会
の
先
生
の
え
ん
ぶ
と
か
を

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た

。
な
ん
か

、
ヌ
ン
チ
ャ

ク
と
か
を
つ
か

っ
て
い
る
か
ら
で
す

。
い
よ
い

よ
ぼ
く
と
大
村
先
生
と
か
た
く
ら
先
生
と
い

っ

し
ょ
に
や
り
ま
し
た

。
一
級
だ
い
一
の
か
た
と

か
二
級
だ
い
二
の
か
た
と
か
を
や
り
ま
し

た

。
そ
の
中
で
も

、
い
ち
番
き
ん
ち
ょ
う

し
た
の
は

、
ま
わ
し
げ
り
を
し
て
か
ら
の

う
し
ろ
げ
り
の
れ
ん
ぞ
く
や

、
ま
え
う
け

み
と
か
を
し
た
こ
と
で
す

。
そ
の
え
ん
ぶ

が
お
わ

っ
た
時
は

、
ぼ
く
は
ほ

っ
と
し
ま

し
た

。
な
ぜ
か
と
い
う
と

、
失
敗
せ
ず
に

、
全
部
ち
ゃ
ん
と
で

き
た
こ
と
で
す

。

　
ぼ
く
は
次
の
え
ん
ぶ
大
会
も
ち
ゃ
ん
と
や
り
た
い
で
す

。

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
 
 
 
 
 
 

長
島
師
範

場
所
　
 

我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

 

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

※
４
級
審
査
　
・
・
２
月
１
７
日
合
格

☆
飯
田
祐
生
殿

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！

』

・
館
長
に
審
査
を
お
願
い
し
飯
田
祐
生
君
の
４
級
審
査
を
実
施

し
ま
し
た

。
館
長
に
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
合
格
し
ま
し

た

。
祐
生
君
は
蹴
り
が
き
れ
い
で
と
て
も
高
く
足
が
上
が
り
ま

す

。
素
直
で
吸
収
が
早
く
と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た

。
こ
れ

か
ら
も
も

っ
と
も

っ
と
上
手
に
な
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て

指
導
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

【
H
P
投
稿
文
・
事
務
局

】
熱
き
思
い
と

、
優
れ
た
指
導
の

基

、
以
前
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
た
と
き
に
比
べ
さ
ら
に
凛
々
し

く
逞
し
く
な

っ
て
い
ま
し
た

。

（
力
強
い
応
援
団
の
存
在
も
お

お
き
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。
護
身
武
道
の
良
き
理
解
者

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

）

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
 
 
 
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

目
標
は

、
高
橋
元
さ
ん

（
以
下
,

元
じ
い
さ
ん
と
略
す

）
が

、
今
夏
期
合
同
練
習
会
に
て
初
段
を
獲
得
す
る
こ

と
で
す

。
三
鷹
も
同
様
に
昇
段
審
査
対
象
者
が
数
人
居

ま
す
が

、
年
齢
に
臆
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
に
挑
戦
す
る

大
切
さ
は

、
社
会
人
と
し
て

、
ま
た
人
と
し
て
の
見
本

を
示
す
こ
と
と
な

っ
て
い
る
心
の
広
さ
を

、
痛
感
し
教

わ
り
ま
す

。
だ
か
ら
元
じ
い
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
人
で

す

。
そ
し
て
舘
長
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
小
林
会
の
理
解

者
な
の
で
す

。
初
段
を
得
よ
う
と
す
る
為
に
こ
こ
ま
で

使

っ
て
来
た
時
間
と
熱
意
は

、
お
互
い
か
な
り
の
も
の

で
あ
り

、
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
近
日

、
世
田
谷
道
場
の
感
心
を
他
人

様
に
徐
々
に
影
響
さ
せ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
と
薄

っ
す
ら
な

が
ら
私
は
思
い
込
み
始
め
て
い
ま
す

。
現
地
点
が
拠
点
と
な
る
迄
２
個

所
目

、
正
直
こ
こ
で
は
も
う
無
理
か
も
と
考
え

、
元
じ
い
さ
ん
に
移
転

を
話
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た

。
今
こ
こ
で
し
ぶ
と
く
根
強
く
居
ら
れ
る

の
も

、
三
本
柱
へ
の
参
加

、
そ
し
て
昇
級
･
昇
段
へ
と
い
う
目
標
を
二

人
三
脚
で
登

っ
て
き
た
明
確
な
形
跡
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す

。
共
に
歩

ん
だ
時
間
に
感
謝
を
し
た
い
で
す

。

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
　
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

｢

自
分
が
傷
つ
く
こ
と
な
く
人
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な

い

。｣

舘
長
の
名
言
の
ひ
と
つ
で
す

。
相
手
に
立
ち
向

か
う
に
は

、
自
分
が
痛
め
ら
れ
る
恐
れ
を
も
覚
悟
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す

。
自
分
が
傷
つ
く
恐
怖
を
知
ら
ず

し
て

、
人
へ
の
痛
み
を
知
る
こ
と
は
有
り
得
ま
せ
ん
し

、
ま
た
自
分
が
痛
ま
ず
済
ま
そ
う
と
す
れ
ば

、
自
身
の

成
長
は
皆
無
に
な
り
ま
す

。
こ
の
よ
う
に

、
リ
ス
ク
承

知
で
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
出
来
事
が

、
社
会
人
は

勿
論

、
学
生
は
ま
た
そ
れ
相
応
の
試
練
と
し
て

、｢

勝

負
を
知
る

｣

事
に
遭
遇
し
た
体
験
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。
例
え
ば

、
こ
の
仕
事
を
引
受
け
た
場
合

功
績
は
残
る
筈
だ
が

、
失
敗
の
際
は
ひ
ど
い
損
害
が
降

り
掛
か
る
か
も
知
れ
な
い

。
学
生
で
は

、
自
分
が
通
い

た
い
学
校
は
能
力
を
超
え
て
い
る
が
挑
戦
し
た
い

。
し

か
し
及
第
し
な
か

っ
た
時
は
進
路
が
未
定
と
な
る

。
な

ど

、｢

リ
ス
ク

｣

に
挑
み

、
物
事
と
向
き
合
お
う
と
し

て
い
る
の
で
す

。
仮
に
失
敗
が
あ

っ
て
も

、
そ
れ
は
自

分
を
見
つ
め
直
す
機
会
で
あ
る
し

、
そ
の
失
敗
を
人
か

ら
笑
わ
れ
る
の
を
嫌
が
る
こ
と
は
何
ひ
と
つ
無
い
の
で

す

。
一
生
懸
命
や

っ
た
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

体
感
は

、
や
が
て
時
の
経
過
と
共
に
鍛
錬
さ
れ
た
自
分

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り

、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
人
に
対
し
て
は
共
感
で
き
る
の
で
す

。
痛
い
思
い

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

、
進
も
う
と
す
る
先
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り

、
辛
さ
を
乗
り
越
え
た
後
に

は

、
そ
う
し
た
充
分
な
対
価
が
あ
る
と
思
え
る
も
の
な

の
で
す

。
　
私
達
は
こ
う
し
た
知
識
を
こ
の
小
林
会
で

会
得
し

、｢

乱
取
り

｣

を
続
け
る
こ
と
の
意
義
を
深
く

感
じ
て
い
ま
す

。
た
だ
殴
り
会
う

、
単
に
強
さ
を
追
求

す
る

、
目
先
の
勝
敗
に
拘
る

、
こ
れ
ら
が
い
か
に
あ
さ

は
か
で
あ
る
か
を
知
る
と

、
武
道
経
験
が
長
け
れ
ば
長

い
程

、
か
み
締
め
れ
ば
か
み
締
め
る
程

、
舘
長
の
言
葉
を
重
く
感
じ
て
し
ま
う

も
の
で
す

。

真
土
道
場
　
　
　
　
中
武
師
範
　
及
川
師
範
　
舘
 

長

場
所
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八

　
　
　
　
　
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

練
習

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

※
一
級
審
査
　
・
・
１
月
３
０
日
合
格

☆
川
島
孝
浩
殿

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！

』

「
厳
し
い
練
習
が
続
い
て
い
ま
す

。
練
習
相

手
は
皆
師
範
で
す

。
し
か
し

、
習
い
覚
え
る

者
に
と

っ
て
は

、
恵
ま
れ
た
環
境
と
も
取
れ

ま
す

。
社
会
で
職
場
で
一
番
大
変
な
年
代
で

す

、
支
え
と
な
る
武
道
と
な
る
た
め

、
更
な

る
精
進
を
重
ね
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す

。
い
ざ
特
別
合
同
練

習
会
に
合
わ
せ
て

、
初
段
を
目

指
し
ま
し
ょ
う

。

[

真
土
道
場
と
し
て
は

、
更
な

る
指
導
強
化
を
図

っ
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

]

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 

瀧
井
師
範

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

※
４
級
審
査
　
・
・
２
月
１
日

☆
鎌
田
悦
暉
殿

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！

』

　
２
月
１
日
に
４
級
審
査
に
合
格
し

ま
し
た

。
道
場
に
来
た
と
き
か
ら
少

し
緊
張
気
味
で
し
た

。

審
査
前
の
練
習
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を

確
認
し
て
い
き
ま
し
た

。
大
き
な
声

を
出
す

、
し

っ
か
り
突
き

、
蹴
り
を
す
る

、
横
起

き
上
が
り
を
確
認
し
ま
し
た

。
審
査
で
は
と
て
も

緊
張
し
た
よ
う
で
す
が

、
一
生
懸
命
さ
が
と
て
も

良
く
伝
わ
て
き
ま
し
た

。

こ
れ
を
ス
テ

ッ
プ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

。

※
瀧
井
先
生
を
中
心
に

、
大
村
先
生

、
大
関
先
生

　
の
指
導
で

、
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な

っ
て
ま
す

。

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

本
部
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
 

舘
　
長

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

※
三
級
審
査
　
・
・
２
月
８
日
合
格

☆
遠
藤
猛
殿

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

！
！

』
・
年
少
の
部
で
長
年
練
習
し
て
い
た
片

鱗
が
か
い
ま
見
ら
れ
ま
す

。
高
校
時
代
は

、
愉

し
く
せ
つ
な
い

「
と
き

」
で
も
あ

り
ま
す

。
思
い
出
つ
く
り

、
バ

ッ

ク
ボ
ー

ン
を
固
め
る
良
い
機
会
と

捉
え

、
精
進
す
る
こ
と
は

、
よ
り

良
い
未
来
を
掴
む
こ
と
が
出
来
る

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

。

☆
西
村
拡
殿

『
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
！

』

・
同
じ
く

、
年
少
の
部
に
て
練
習

し
て
い
た
こ
と
が

、
素
直
な
突
き

蹴
り
を
み
る
に
思
わ
れ
ま
す

。
優
し
い
顔
に
に

あ
わ
ず
強
い
信
念
が
感
じ
ら
れ

、
良
き
武
道
家

と
し
て

（
遠
藤
三
級
と
と
も
に

）
育
つ
だ
ろ
う

と

、
一
指
導
者
と
し
て
嬉
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す

。
共
に
切

磋
琢
磨
し
て
継
承
者
と
し
て
育

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

。

《
良
き
生
徒
の

「
生
殺
与
奪

」
は

、
指
導
を
す
る
側

の
思
い
と
研
鑽
等
に
他
な
ら
な
い

、
指
導
者
は
心
し

て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
が
寛
容
だ
！

》

※
高
橋
初
段

、
忙
し
い
仕
事
の
中
愉
し
そ
う
に

、
練

習
に
励
ん
で
弐
段
目
指
し
て
い
ま
す

。

『
私
は
毎
週

来
た
い
ん
で
す
よ

、
し
か
し
残
念
な
が
ら
仕
事
の
関

係
で
こ
ら
れ
な
い
の
が
口
惜
し
い
の
で
す
！

』

※
大
関
弐
段

、
上
野
年
少
の
部
指
導
に
力
を
入
れ
て

く
れ
て
い
ま
す

。

（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２

 
 
 
 
・
・
・
メ
ー

ル
に
答
え
て
・
・
・
 
 
 
 
 
 
 

舘
長

【
人
か
ら
の
裏
切
り
に
等
に
対
す
る
憎
し
み
を
抱
い
時

、
冷
静
さ
を

保
ち
日
常
を
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

。
ま
た
こ
れ
か
ら

も
そ
の
相
手
と
付
き
合
う
場
合
に
は

、
ど
う
対
応
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
か

。
キ
ー

ワ
ー

ド
は

「
冷
静

」
に
な
る
に
は

。

】

※
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
と
し
て

、
裏
切
り
の
認
識
は
被
害
者
側
か
ら
の
考
え
方
と
言
え

る
場
合
が
多
い

。
欲
望
は

、
止
ま
ら
な
い

、
止
め
ら
れ
な
い

、
さ
ら
に
さ
ら
に
と
膨
ら
み

転
が

っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う

、
そ
の
ス
ト

ッ
パ
ー

と
し
て
理
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う

。

　
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
要
因

、
原
点
に
欲
望
と
い
う

「
思
い

」
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か

。
例
え
ば
こ
れ
を
行
え
ば

、
何
か
次
に
繋
が
る

、
思

っ
た
以
上
の
利
益
に
な
る
等
思

わ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か

。
世
間
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
は
な
い
よ
と
分
か

っ
て
は
い
て
も

、

「
い
や
そ
ん
な
こ
と
が
有
る
は
ず
が
な
い

」
と
自
分
な
り
の
結
論
を
出
し
て
し
ま
う
も
の

だ
と
思
う

。
人
を
信
じ
て
い
な
い
つ
も
り
で
い
て
も

、
自
分
を
信
じ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
の
だ
ろ
う

。
も
の
に
は

、
相
場
が
あ
り
妥
当
な
と
こ
ろ
が
あ
る

。
自
分
を
し

っ
か
り
と

見
つ
め

、
相
手
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で

、
結
果
騙
さ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は

、
そ
の

点
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
だ
れ
で
も

、
生
活
を
守
り
た
い

、
家
族
等

を
守
り
た
い
と
守
る
べ
き
も
の
は
大
き
く
な
る

、
大
き
な
仕
事
を
請
け
負
う
以
上
は
何
か

有
れ
ば

、
不
況
の
時
代
死
活
問
題
に
な

っ
て
い
く

、
そ
の
点
を
強
く
認
識
す
べ
き
で
あ

る

。
裏
切
ら
れ
た

（
騙
さ
れ
た

）
こ
と
は

、
ど
こ
か
に
自
分
自
身
に
も
問
題
点
が
あ

っ
た

の
だ
ろ
う

。
そ
の
点
を
考
え
れ
ば
冷
静
に
な
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

　
冷
静
に
日
常
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は

、
気
の
持
ち
よ
う
だ
ろ
う

。
こ
れ
も

ま
た
勉
強
と
あ
き
ら
め
か

、
法
的
手
段
を
と

っ
て
決
着
を
さ
せ
る
か

。
し
か
し

、
生
き
抜

い
た
先
に
は
過
ぎ
去
り
し
日
々
を
想
い

、

「
人
生
す
て
た
も
の
で
は
な
い
と
思
え
る

」
と

き
が
必
ず
あ
る
も
の
で
す

。

　
そ
の
後
の
付
き
合
い
は

、
そ
の
人
が
自
分
に
と

っ
て
の
重
要
性
に
よ
る
と
思
う

、
気
持

ち
を
棄
て
て

、
利
益
を
と
る
か
に
な
る
の
だ
ろ
う

。
割
り
切
る
こ
と
も
生
活

、
生
き
る
た

め
の
方
法
論
に
な
る
こ
と
も
あ
る

、
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
に
よ
り

、
ど
の
よ
う
に
も
変
化

し
て
い
く
も
の
だ

、
自
分
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

、

「
為
す
べ
き
か

、
為
さ
ざ
る
べ
き
か

」

そ
れ
が
問
題
だ

。
そ
れ
が
今
後
の
自
分
へ
の
生
へ
の
執
着
な
の
だ
ろ
う

。

【
1
0
0
年
に
一
度
の
大
不
況
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

。
就
職
の
氷
河

期
時
代
で
す
が

、
こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
し
て
い
る
若
者
に
対
し

て
の
エ
ー

ル
な
ど
は
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か

。
ま
た

、
舘
長
の
時
代

と
違
う
と
こ
ろ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
下
さ
い

。

】

※
人
は

、
そ
の
年
代
に
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る

。
そ
の
時
そ
の
時
は

、
何
と
は
な
し
に
過

ご
し
て
し
ま
う
一
瞬
一
瞬
な
の
だ
け
れ
ど

、
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が
今
を
創

っ
て
い
る
と

云
え
る

。
だ
れ
も

、
ら
く
で
愉
し
く
幸
せ
に
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
す

。
不
況

と
い
う
社
会
現
象
の
中

、
我
々
は
惑
わ
さ
れ
混
迷
し
絶
望
感
を
抱
い
て
い
ま
す

。
そ
ん
な

若
者
の
社
会
現
象
が

、
犯
罪
等
を
正
当
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

。

　
就
職
の
氷
河
期
と
云
わ
れ
て
い
る
が

、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
も

、
就
職
は
人
生
の
一
大

行
事
な
の
で
す

。
あ
る
意
味
で
は

、
自
分
の
人
生
を
決
め
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
か
ら
で

す

。
仕
事
と
し
て
や
り
た
い
こ
と

、
一
生
や
れ
そ
う
な
仕
事

、
自
分
に
適
し
た
仕
事
等
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

、
し
か
し

、
結
果
を
他
人
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
く
み
ら
れ

る

（
一
部
か
も
し
れ
ま
せ
ん

）
現
在
の
若
者
に
と

っ
て
安
易
さ
が
顔
を
み
せ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

。

（
私
的
見
解
で
す

、
若
者
批
判
で
は
有
り
ま
せ
ん

。

）

　
就
職
し
勤
め
る
こ
と
は

、
過
激
に
云
え
ば
死
を
決
め
て
し
ま
う
と
云

っ
て
も
過
言
で
は

な
い
の
だ
ろ
う

。
し
か
る
に

、
生
き
甲
斐
と
な
る
仕
事
を
選
び
そ
の
時
そ
の
時
や
る
べ
き

こ
と
を
や
る

、
金
儲
け
を
し
て
金
持
ち
な
る

、
会
社
で
出
世
す
る
等
で
は
な
い
と
思

っ
て

い
ま
す

。
所
詮
は
定
年
と
い
う
壁
で
そ
れ
ら
は
終
わ
り
を
迎
え
る
の
で
す

。
そ
の
時
代
を

如
何
に
充
実
し
た
と
き
を
過
ご
し
た
か
で
す

。
評
価
は

、
他
が
す
る
も
の
で
す

、
自
分
が

い
か
に
納
得
し
歩
ん
で
来
た
道
を
誇
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
す

。
苦
し
ん

で

、
悩
ん
で
み
つ
け
た
就
職
や
道
は

、
自
分
に
大
い
な
る
希
望
と
プ
ラ
イ
ド
を
与
え
る
こ

と
だ
ろ
う

。
苦
し
め

、
安
易
に
な
が
れ
る
こ
と
な
か
れ

。

「
人
や
社
会
に
左
右
さ
れ
る

な

。

」
・
・
・
誰
も
自
分
以
上
に
自
分
の
理
解
者
は
い
な
い
！
・
・
・

　
私
の
時
代
の
就
職
は

、
恵
ま
れ
た
環
境
に
な
く
生
活
し
食
べ
る
た
め
の
就
職
で
し
た

。

し
か
し

、
就
職
し
て
も
多
く
が

「
可
能
性
を
探
し

、
求
め
て

」
よ
り
良
い
未
来
を
掴
み
と

る
の
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
模
索
し
続
け
て
い
ま
し
た

。
人
と
同
じ
道

、
同
じ
考
え
方
で

は
生
き
て
い
け
な
い
人
達

（
団
塊
の
世
代

）
の
集
ま
り
だ

っ
た
よ
う
で
す

。

定
年
を
迎
え
た
現
在

、
企
業
の
中
で
そ
の
時
代
そ
の
時
代
を
懸
命
に
も
が
き
苦
し
ん
で
過

ご
し
て
き
た
の
だ
な
～

と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す

。
色
々
な
人
に
支
え
ら
れ

、
勇
気

を
も
ら
い

、
助
け
ら
れ
現
在
ま
で
武
道
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す

。

『
何
か
を
為
し
た
い

、
成
し
遂
げ
た
い

』
と
の
思
い
が
い
ま
を
支
え
て
い
る
と
思

っ

て
い
ま
す

。
・
・
・
・
・
基
盤
な
く
し
て

、
自
由
な
し
・
・
・
・
・

☆
☆
☆
信
じ
る
道
を
み
つ
け
よ
う

、
あ
な
た
が
ま
だ
知
ら
な
い
世
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
！
！




